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はじめに

背景

機械学習モデルの評価は、⽬的を明確にした上で
重視する評価指標を決めて判断する必要があります。

・RapidMinerのPerformanceオペレータはどれを使うのが良いか︖
・どの評価指標をみて判断するのが良いか︖

これらのお悩みを少しでも解決するため、クラス分類編に続いて回帰編を
まとめました。回帰モデルの代表的な評価指標についてご紹介します。

https://www.rapidminer.jp/materials/1123/


4

回帰モデルの評価

Performanceオペレータ

回帰モデルの場合、以下のオペレータを選択します

Performance(Regression) 

パラメータ設定⽅法
パフォーマンスベクトルが⽐較されるプロセス
に対してのみ指定する必要があります。
“first”の場合、最初の指標が評価基準となります。

結果画⾯に表⽰する指標を選択

では、どの評価指標を選択すれば良いか。
代表的な評価指標をご紹介します。
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回帰モデルの評価

代表的な評価指標

・Root Mean Squared Error （平均平⽅2乗誤差）

・Absolute Error（平均絶対誤差）

・Relative Error（平均相対誤差）

・Squared Correlation（決定係数）

・Correlation（相関係数）

・Prediction Chart （実測値と予測値の関係）

回帰モデルの可視化
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回帰モデルの評価指標

Root Mean Squared Error （平均平⽅2乗誤差）

全体の誤差をあらわす

■Root Mean Squared Error＝RMSE
最もよく使われている評価指標
実測値と予測値のズレが⼩さいほど、RMSEは⼩さくなる（0に近い）
部分的に⼤きな誤差や外れ値があると影響を受けやすい

交差検証した結果
平均からのばらつきを⽰す
（≒標準偏差）
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回帰モデルの評価指標

Absolute Error ／ Relative Error

全体の誤差をあらわす

■Absolute Error （平均絶対誤差）
他の指標に⽐べて解釈がしやすい
実測値と予測値のズレが⼩さいほど、AEは⼩さくなる（0に近い）
実測値に対して⼗分に⼩さいか注意が必要

■Relative Error （平均相対誤差）
スケール(値の範囲)の違うもの同⼠でも⽐較できる
実測値と予測値のズレが⼩さいほど、REは⼩さくなる（0に近い）
どんなデータでも割合で出るため評価がわかりやすい
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回帰モデルの評価指標

Squared Correlation （決定係数）

予測の当てはまりの良さをあらわす

■Squared Correlation （決定係数＝R2）

線形回帰直線モデルと実データとの当てはまりの良さ
予測の当てはまりが良いほど、決定係数が⼤きい（1に近い）

＜注意点＞
決定係数が⼤きい＝汎化性能があるとは⾔えないので、
（未知のデータに対しての予測精度を表していない）
⽬的に合わせて他の評価指標も確認する必要があります。
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回帰モデルの評価指標

Correlation（相関係数）

実測値と予測値の関係の強弱をあらわす

■Correlation（相関係数）

labelとpredictionの属性間の関係性（1から＋1の範囲の値）
⼀般的に±0.7以上のとき相関が⾼いといわれる

散布図を作成し、視覚的に相関関係を把握することが必要です。

右図のように、相関が低い場合でも
散布図を作成することによって
関係性を視覚的に発⾒できます。

correlation︓0.005
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回帰モデルの可視化

Prediction Chart （実測値と予測値の関係）

実測値と予測値の関係性を可視化
評価指標に加え、RapidMinerの可視化機能を使って評価する⽅法

＜Prediction Chart 作成⽅法＞

全体の傾向や外れ値など
を確認できます

X軸︓予測結果
Y軸︓実測値
に設定します

R2 ＝0.817
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おわりに

注意点

モデルの評価において、以下の点に注意する必要があります。
・同じデータセット間で指標を⽐較する

まとめ

評価指標にはさまざまな指標が存在するため、意味を理解した上で⽬的に
合わせた使い分けが必要です。また、評価指標は⼊⼒データに基づいて計
算されるためデータそのものが重要になります。上記の注意点に気をつけ
て、モデルの評価を⾏なうことが⼤切です。


